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「 牟羅国」の所在地（４）
た ん む ら

瀬戸市 林 伸禧

はじめに

「『 牟羅国』の所在地」の（１）から（３）については、次のとおり217～219号（平
た ん む ら

成30年９～11月）に掲載されており、本稿は、これに追記するものである。

・217号（平成30年9月）

１ はじめに

２ 『隋書』での「 牟羅國」掲載文

３ 隋が南朝の陳を平定した直前の状況

４ 地理的状況

５ 筆者の見解

・218号（平成30年10月）

１ 「海東 牟羅国」での海東
たん む ら

２ 百済の属国

３ 「 牟羅國」の名称

４ 異体字について

５ 筆者の見解

６ 西村秀己氏の論考（「東京古田会ニュース」No.180）について

・219号（平成30年11月）

７ 『三国史記』の諸本

８ 諸本比較

９ 追記



*1 ③ 威徳王36年条記事は、北朝・隋が南朝・陳を平定する際、戦船が「躭牟羅国」に漂着したと記述し
ている。同内容記事の『隋書』百済伝では「 牟羅国」としているが、『北史』百済伝では「躭牟羅国」
としている。また、『三国史記』百済本記第４では「躭羅国」である。
これらから、『三国史記』全（第三版）では「躭牟羅國」のままとして「耽牟羅国」へと改訂しなかっ
たと思われる。なお、「東海の古代」219号の３頁、下から14行目は、この下線のとおり修正する。
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１０ 追記２（『三国史記』の諸本２）

現在『三国史記』の活字本で最良本とされているのは、末松保和の校訂による第三版

(1941年）である。その初版本（今西龍校訂）の複写本を国立国会図書館から入手したの

でその状況を報告する。

『三国史記』の影印版及び活字本（初版･第３版）における「躭羅・耽羅」の記述状況

は、表２－３のとおりである。

表２－３ 『三国史記』諸本に於ける「 牟羅・ 羅」等の使用事例３

１(影印版) ２(影印版) ３(活字本) ４(活字本)

西暦 目 次

学東叢書一 学東叢書十三 『三国史記』全 『三国史記』全

『三国史記』 『三国史記（鋳字本）』 (第三版) (初版)

476 百済本紀第４ 文周王２年 躭羅國 躭羅國 耽羅國 耽羅國

498 東城王20年 躭羅、躭羅 躭羅、躭羅 耽羅、耽羅 耽羅、耽羅

(躭羅即躭牟羅) (躭羅即躭牟羅) (耽羅即耽牟羅) (耽羅即耽牟羅)

504 高句麗本紀第７ 文咨王13年 渉羅 渉羅 渉羅 渉羅

589 百済本紀第５ 威徳王36年 躭牟羅國 躭牟羅國 躭牟羅國 躭牟羅國

662 新羅本紀第６ 文武王２年 躭羅國、躭羅 躭羅國、躭羅 耽羅國、耽羅 耽羅國、耽羅

665 文武王５年 躭羅 躭羅 耽羅 耽羅

679 〃 第７ 文武王19年 躭羅國 躭羅國 耽羅國 耽羅國

801 〃 第１ 哀莊王２年 躭羅國 耽羅國 耽羅國 耽羅國

第３版校訂者の末松保和は、初版本の国名を校訂していない。

また、初版校訂者の今西龍は、景印版の「躭羅」を「耽羅」と校訂しているが、校訂し

た理由を付記していない。つまり、原文改定がなされている。但し、百済本紀第５の威徳

王三十六年条「躭牟羅國」が校訂されていないのは、「東海の古代」219号（平成30年10月）

の「８ 諸本比較－(１) 「躭」と「耽」－③」
*1
で述べたとおりである。
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１１ 追記３（古代日本との関係）

『日本書紀』・『三国史記』に掲載されている「耽羅國」の関係記事は、表６のとおりで

ある。

耽羅國は、百濟国滅亡後は、日本と友好を結び朝貢していたが、新羅の圧力のためか、

文武紀以降には朝貢の記事がなくなっている。

表６ 『日本書紀』・『三国史記』による「躭羅国」年表

※『三国史記』記事のみ文献名を記載

西暦干支 和暦 『日本書紀』・『三国史記』及び『続日本紀』記事 （前半）

498 戊寅仁賢 6 『三国史記』百済本紀第四東城王二十年八月条

王以躭羅不修貢賦親征至武珍州躭羅聞遺使乞 罪乃止（躭羅即躭牟羅）

百済本紀第五威徳王三十六年

508 戊子継体 2 十二月 南海中耽羅人初通百済國

660 甲申齊明 6 百済滅亡

661 辛酉 7 五月乙未朔丁巳耽羅始遣王子阿波伎等貢献

662 壬戌天智元 『三国史記』新羅本紀第六文武王二年二月条

躭羅國主佐平徒冬音律（一作津）來降

躭羅自武徳以来臣属百済故以佐平爲官號至降爲属国

663 癸亥 2 白村江の戦

665 乙丑 4 『三国史記』新羅本紀第六文武王五年条

於是仁軌領我使者及百済･躭羅･倭人四國使浮海西還以會祠泰山

秋八月庚子朔 耽羅遣使来朝

666 丙寅 5 (春正月戊辰朔戊寅} 是日耽羅遣王子姑如等貢献

667 丁卯 6 秋七月己未朔己巳耽羅遣佐平椽磨等貢献

閏十一月丁亥朔丁酉 以錦十四匹･纈十九匹･緋廿四匹･紺布廿四端･桃染布五十八端

･斧廿六･釤六十四･刀子六十二枚 賜椽磨等

669 己巳 8 三月己卯朔己丑 耽羅遣王子久麻伎等貢献
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西暦干支 和暦 『日本書紀』・『三国史記』及び『続日本紀』記事 （後半）

673 癸酉天武 2 閏六月乙酉朔壬辰（八日）耽羅遣王子久麻藝･都羅･宇麻等 朝賀

八月甲申朔戊申（廿五日） 因命大宰 詔耽羅使人曰「天皇新平天下初之即位由是唯除

賀使以外不召則汝等親所見亦時寒浪嶮久淹留之還為汝愁故宜疾帰」

仍在国王及使者久麻藝等肇賜爵位其爵者大乙上更以錦繍潤飾之当其国之佐平

位則自筑紫返之

675 乙亥 4 八月壬申朔 耽羅調使王子久麻伎泊筑紫

九月壬寅朔戊辰 耽羅王姑如到難波

676 丙子 5 二月庚午朔癸巳 耽羅客賜船一艘

677 丁丑 6 八月辛卯朔戊午 耽羅遣王子都羅朝貢

679 乙丑 8 『三国史記』新羅本紀第七文武王十九年二月条

發使略耽羅國 重修宮闕 頗極壯麗

688 戊子持統 2 八月丁亥朔辛酉（廿五日） 耽羅王遣佐平加羅来献方物

九月丙辰朔戊寅（廿三日） 饗耽羅佐平加羅等於筑紫館 賜物各有差

693 癸巳 7 十一月丙戌朔壬辰（七日） 賜耽羅王子･佐平等各有差

～

740 庚辰天平12 十一月戊子（五日）

(聖武) 大将軍東人等言。……

令迎逆人。広嗣之従三田兄人等廿余人。申云。 広 嗣之船、従知駕嶋発。得東風

往四ケ日。行 見嶋。 船上人云。是耽羅嶋也。于時東風猶扇。 船留海中。 不

肯進行。漂蕩已経一日一夜。而 西風卒起。更吹 還船。

779 己未寶亀10 五月丁巳（十七） 饗唐使於朝堂。中納言従三位物部朝臣宅嗣宣勅。 唐朝天子及公卿。国

(光仁) 内百姓。平安以不。又海路 難 険。一二使人。或漂没海中。或被掠耽羅。 朕聞

之悽愴於懐。又客等来朝道次。国宰祗供。 如法以不。

801 辛巳延暦20 『三国史記』新羅本紀第十哀莊王二年条

(桓武} 大寒松竹皆死耽羅國遣使朝貢
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朱の歴史

一宮市 畑田寿一

朱は古くから不老不死の妙薬とされ、古墳には200Kgを越す朱が出土する例がある。従

来、経済交流の物資として「鉄」が注目されてきたが「朱」は「金」に匹敵する貴重な資

源であった。朱とヤマト王朝との関係については未だ研究が緒に着いた段階であるが、ヤ

マト王朝の勢力拡大には「朱」の存在無くして語れない。特に５世紀の河内王朝において

「朱」は中国との交易品として重要な位置を占めていたと考えられる。今回は「朱」の資

源を押さえた氏族がどの様に勢力を拡大していったかを中心に眺めてみたい。

１ 朱の種類

朱 水銀朱 辰砂 外国産

国産

人工辰砂（水銀＋硫黄の化合物）

ベンガラ

鉛丹

朱の成分としては水銀朱（HgS）、ベンガラ（Fe2O3）、鉛丹（Pb3O4）がある。

水銀由来のものが最も高価で不老長寿の効能があると信じられてきた。ベンガラは主に

朱色の染料として用いられ、尾張固有のパレススタイル土器など３世紀まで使用例を遡る

ことができる。鉛丹は国内では殆ど使用された例がない。

今回はその中で水銀朱を中心に論考を進めたい。

２ 卑弥呼の時代の朱

（１）渡来辰砂

『魏志』倭人伝の中で、景初２年（238年）に倭の女王が朝貢した時の返礼として「銅

鏡百枚、真珠・鉛丹各五十斤を賜る」とある。

漢代の１斤は230ｇ程度であり50斤は11.5Kgに相当するが、真珠とすれば６千粒程度に

なってしまう。このため真珠を真朱と解釈する説がある。

福岡県の三雲遺跡や比恵遺跡からは小塊の辰砂が出土し、国産の辰砂とは違うことから

当時は辰砂が輸入されていた。近畿大学の南武志氏は渡来辰砂の成分をAsの含有量、硫黄

同位体の含有比率の違いなどを基に分析の結果、北九州、山陰、丹後の遺跡の朱は渡来系

が多く、大和は渡来系が少ないことを指摘している。大和は近くに水銀鉱山が存在するこ

ともあるが、中国との交易の度合いの違いを示すものと考えられる。

（２）丹木

上記の５年後の正始４年（243年）に倭王は朝貢して「丹木」を献上した。これを朱ま

たはベンガラとする説が有力であるが、当時、朱を輸入していたことと合わない。朱木＝

朱い木＝サンゴと考えるのが妥当であろう。
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２ ホケノ山古墳の朱

平成12年、ホケノ山古墳の発掘を行っていた奈良県橿原考古学研究所は古墳の構築時期

を３世紀中頃とし、石棺の中から朱が発見されたと報告した。朱の成分分析の結果は国産

系であることが判明し、卑弥呼の時代に朱は既に国産化されており、前述の『魏志』倭人

伝の記述は、倭国からの輸出を示すと解釈すべきとの説が登場した。

しかし、この論議には重大な欠陥がある。第１に「古墳の構築時期を３世紀中頃と判断

してよいか」の点がある。隣接する箸墓古墳の年代推定に引摺られていないか。第２に「卑

弥呼は大和に居り倭国を代表して外交を行っていた」を無条件に前提条件にしている点に

ある。

筆者は逆に、「ホケノ山古墳が造られた４世紀～５世紀には大和は倭国を代表とした外

交を担当せず独自の勢力であった」と捉え、邪馬台国畿内説を否定する根拠と考える。

３ 日本列島の水銀鉱山

日本列島には北海道の大雪山系を始め、東北、紀伊半島、四国、九州に鉱脈が存在する。

その中で中央構造線上の大和水銀鉱床群、阿波水銀鉱床群が古代から発掘されてきた。大

分県を中心とした地点にも九州水銀鉱床群があるとされているが、現在までに大規模な鉱

山は発見されていない。

＜ 日本列島の水銀鉱床群 ＞

（１）宇陀地方の大和水銀鉱山

『日本書紀』の神武天皇紀で天皇が大和の宇陀川で「私は今、沢山の平瓦で水無しに水

飴を作ろう。もし飴ができればきっと武器を使わないで天下を居ながらに平らげるだろう」

（出典：『日本書紀』上・下、講談社学術文庫、宇治谷孟編、1988年）の神託を得る場面

がある。この中の水飴は水銀を意味し、大和水銀鉱山は北海道のイトムカ鉱山と並んで水

銀がそのまま産出（天然水銀）する地であった。神託は「水銀資源が確保出来れば、ヤマ

ト王朝の基礎に成る。」としている。

筆者は（「神武天皇の東征を遺跡から探る」東海の古代207号、2017・11）で、「宇陀地

方の水銀資源の確保がヤマト王朝創設の財源になった」とする田中八郎氏（『山と誕生と

水銀』彩流社、2004）の説を遺跡からみた実在の可能性で論考したが、この説は在野研究

者を中心に少しずつ市民権を得てきている。
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（２）伊勢神宮と水銀鉱山

伊勢地方は中央構造線が走っており、伊勢神宮はその真上にある。丹生鉱山は伊勢神宮

の西20ｋｍの地点にあり縄文時代から朱を採掘していた。また、両者の中間点の宮川沿い

には森添遺跡があり、ここで鉱石から朱に精錬して全国に出荷していた。同遺跡からはヒ

スイのネックレス、東北地方の土器などが出土し全国的な交易が覗われる。

伊勢神宮は４世紀初めの崇神天皇期に疫病が流行し、これを三種の神器の祟りと解釈し

た垂仁天皇が倭姫に神器を祀るに相応しい場所を探させた結果、当時の東の端の伊勢に決

定したとされているが、当時すでにこの地は開けており、東方への交易の玄関口であった。

「ヤマト王朝は伊勢神宮の創設に併せ伊勢地方の豪族の度会氏を支配下に治めることによ

り勢力を拡大した」と考えられる。

＜ 紀伊半島の水銀関連遺跡 ＞

＜ 伊勢地方水銀鉱山 ＞

① 若杉山遺跡（徳島県）

若杉山遺跡は中央構造線上にあり、発掘のための坑道跡が2018年に発見された。朱採掘

の坑道としては日本最古とされる。付近の矢野遺跡からは朱が付着した石杵・石臼が発見

され、朱の生産は弥生時代中期（3世紀）まで遡る可能性が出てきた。しかし、工房とし

ては出土する道具が少なく、朱の鉱山が無い兵庫県たつの市の養久山・前地遺跡からも石

臼が出土していることから、鉱石段階で流通させ微粉末化は利用箇所で行っていた可能性

がある。また、この地は紀氏の勢力範囲であり、瀬戸内海航路とともに紀氏の貴重な財源

であった。

② 宇佐八幡宮と水銀

九州北東部には大規模な水銀鉱山は発見されていない。しかし、松田寿男氏は（『古代

の朱』ちくま学芸文庫、2005年）で宇佐地方の土壌で水銀濃度が異常に高い地点があり、
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丹生川などの地名が存在することから、かって金とともに水銀が産出し、これが宇佐神宮

を中心とした地域の発展に寄与したとする説を発表している。この説が証明されれば４世

紀後半に仲哀天皇がこの地に居たとする説にも繋がり、豊の国の繁栄の謎が1つ解けたこ

とになる。

③ 吉野の水銀

奈良の吉野郡の紀ノ川、吉野川は中央構造線上にあり、水銀鉱山の存在を示す言い伝え

が多い。大規模な鉱山は見付かっていないが上流に丹生川上神社があることからも、かっ

ては水銀を産出していたと思われる。この地は葛城円大臣の居城があったとされる金剛山

の東にあたり、近くの御所市の楢原遺跡からは他の水銀加工地と同様に日本全国の土器が

出土することから、水銀が葛城氏の勢力拡大に貢献していた可能性が高い。葛城円大臣は

雄略天皇代に相続争いに巻き込まれて滅ぼされるが、この原因の１つに水銀資源の奪取を

挙げたい。

４ 丹生都比売神社
に ふ つ ひ め じ ん じ や

丹生都比売神社は、紀ノ川の中流域に存在し中央構造線の上にあり、全国180社の総社

である。中央構造線の東端に伊勢神宮が存在するに対して西端には日前宮（和歌山市）が

存在し、東端の丹生神社に対応して西端に丹生都比売神社が存在することになる。いずれ

も辰砂の採掘者の安全を祈願した宮と考えられ、宇陀の鉱山から吉野川、紀ノ川を経由し

て朱が出荷されるルートにあたる。

同様の神社は水銀の産地には必ず存在するが朱の粉末は有毒物質であり、これを扱う作

業者は神経系の病に犯されることが多かったと思われる。辰砂の加工地の近くに「丹生」

の名前が付く神社が存在するのも犠牲者に対する鎮魂の目的があったのではなかろうか。

５ まとめ

水銀朱は九州地区では使用例が３世紀まで遡り、近年になり古代の朱の輸入先が西安の

近くであることが判明した。この事実は邪馬壹國が九州に存在し、中国との交易があった

ことを強く示唆している。

同じ時期、大和でも朱の生産が行われており、この利権を確保した神武天皇を祖とする

天孫族が大和に拠点を確保し、４世紀初めの崇神天皇代に畿内を統治するに至った。

４世紀後半に入ると朱の生産は拡大し国産化が本格化する。朱は輸出品となり、この原資

が河内地方での繁栄に繋がっている。一方、九州地方の装飾古墳では大半がベンガラで彩

色されておりこの時点で経済力の格差が生じていた。朱は大陸から離れている大和が政治

の中心になっていくための原動力の１つになったと考えられる。

当時、国内での水銀朱の最大産地は紀伊半島で、西側は紀ノ川を使って出荷されていた。

東側は伊勢の宮川がこれにあたり、伊勢神宮の建立に深く関わっていると考えられる。水

銀はその後、金の精錬に使われ、奈良時代には大仏建立のための塗布（金アマルガム）に

使用された。その後、伊勢地方では白粉が製造され、「伊勢白粉（第1塩化水銀）」として

全国で使用されてきた。

朱の生産地と有力豪族との関連について種々眺めてきたが、５世紀の大和地方において

「三輪王朝が衰退し河内王朝がこれに取って代わった」とする説には疑問を感じる。「朱

の生産による財力を背景にした新しい勢力が既存の勢力の一角に食い込み、河内王朝を築

いた」と考えるのが妥当であろう。この時代、新旧勢力のせめぎ合いがあり、一時的には

新勢力が優位に立ったが雄略天皇代に旧勢力が盛り返した。しかし、後継者難に陥り継体

天皇代に再び新勢力が台頭したと考えられないか。
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割られた銅鏡
名古屋市 石田泉城

古代の鏡はどうして割られて死者と共に埋納されているのでしょうか。

古墳の多くには、被葬者と一緒に銅鏡が埋葬されています。大切なものだから一緒に埋

められているという考えもあります。

ところが、不思議なことに、銅鏡の多くは細かく割られています。故人に大切なものな

ら割ることはありえません。むしろ割れないように布でくるむなど工夫されるはずです。

考古学者の原田大六（1917～1985年）は、平原遺跡出土の大型内行花文鏡（内行花文八

葉鏡）を三種の神器のひとつ「八咫鏡」と主張されていますが、ほぼ完形に復元できたも

のは２面であり、他の３面分は鏡の一部が残存するのみで、これら５面（発見当初は４面

とされる）は皆細かく割れていました。これらの銅鏡を含めて割られた銅鏡40面分が棺の

外の足元に近いところに集められて置かれていました。この状況について、原田大六は「故

意に破壊されたのではなく、なんらかの事故によって、破砕した鏡片を集めて、四か所に

分けて埋納したらしい」としています。「八咫鏡」と主張されるような極めて重要な大型

内行花文鏡を含めてすべて事故で壊れたのだとすれば、それは一大事どころのことではあ

りません。

こうした銅鏡の破壊は、平原遺跡だけの特別な事象ではありません。

糸島市内にある井原鑓溝遺跡や三雲南小路遺跡などの古墳で発見される銅鏡について

も、やはり同様に割られています。これらと同様に全国の古墳で出土する銅鏡は、完形の

方が少ないですから、ほぼ故意に割ったのは間違いないでしょう。割った銅鏡を埋納した

のだと思います。

さて、こうした状況から以下のことがうかがえると思います。

割られた銅鏡は、古墳で見られることから、原則として葬送の際に鏡割りが行われたも

のと思われます。

銅鏡は、ガラスのように簡単に割れてしまうものではなく、十円硬貨と同じように青銅

でできています。純銅に近い十円玉のほうが曲がりやすいですが、十円玉が簡単には割れ

ないように銅鏡を割るのは容易ではありません。。

金属を割るには、液体窒素などで絶対零度に近い温度に低くするか、熱を加えて脆くし

なければ無理です。液体窒素が無かった古代では、熱するしかうまく割る方法がありませ

ん。ですから鏡が細かく割られているのは、割る目的のために、わざと熱を加えたに違い

ないのです。これだけ割られた銅鏡が古墳などから出土しているのですから理由が何であ

るのかその答えを推測しなければならないでしょう。

では、なぜ割られたのでしょうか。

専門家は、この疑問にすっきりした答えを示していません。

奈良にある全長200ｍの前方後円墳の桜井茶臼山古墳では、石室を覆っていた土の中か

ら銅鏡13種81面分の破片が見つかっています。いずれも指先ほどの大きさに細かく割られ

ていますが、このように割れた銅鏡について、当初はすべて完全な形だったとみるのが一

般的です。

橿原考古学研究所は、石室には鏡が置かれていたはずで、盗掘者が踏みつぶした可能性

が十分にあり盗掘の際に盗掘した者が割ってしまったとします。また、福永伸哉は、盗掘

の際に持ち出しに便利なように割ったという説を唱えています。

これに対して初めから破片を副葬したとの意見もあります。樋口隆康は、最初から破片
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を納めたと指摘し、被葬者は、破損した鏡を集めて新しい国産鏡を作り出す役割を担って

いたとされます。つまり、被葬者は生前に破損した鏡を集めてリサイクルを担当しており

再利用するために割ったという説です。さらには、中国から貰ったときに既に割れていた

という説もあります。

どの既存の説も、私にはすっきりとした説であるとは思えませんし、いずれも納得でき

るような筋の通ったものではありません。

なぜ、考古学の専門家は、古墳という葬送の場であることを念頭に置かない説を主張さ

れるのでしょうか。銅鏡は葬送儀礼に欠かすことのできない特別なものであることを念頭

におきながら割られた状況について考察しなければならないと思います。

私は、銅鏡が葬送儀礼の場に埋められていたのですから、鎮魂のためのものであり、被

葬者が、この世に未練を残さず成仏させることと、冥界から魂が戻ってこないように怨念

を封じること、その両方のために割ったのだと思います。

逆に、割られていない完形の銅鏡としては、福岡市内にある仲島遺跡の例があります。

仲島遺跡は、福岡市博多区と大野城市にまたがる弥生時代から奈良時代にかけての集落

遺跡で、この完形の鏡は、溝に土器などと一緒に捨てられたものです。その遺跡は集落で

あって銅鏡の出土は墳墓からではありませんから葬送儀礼に使われたものではないので割

られていなかったと考えます。この場合は、成仏祈願や怨念封じとは違うケースですから

銅鏡が割られていなくても全く不思議ではありません。

また、古墳であっても割られていない銅鏡の出土は、福岡市内にある初期古墳の那珂八

幡古墳の例があります。後円部には神社の社殿が立地しており２基ともその真下にあり、

神社直下にある１基は未調査ですが、もう１基は社殿からやや外れていたために発掘され

ています。割竹形木棺が墳丘に直接埋葬されており、そこから三角縁神獣鏡１面が割られ

ずに絹布に包まれた状態で副葬されていたことが判明しています。

この例では、絹布に包まれていることから、大切に埋納されたのだろうと判断します。

これは辟邪とは無縁な銅鏡であって、被葬者が生存時に大切にしていた品物の中の一つだ

ったと思われます。このように那珂八幡古墳の割られていない銅鏡は、葬送の際の成仏祈

願の儀式に使用されたものではないと考えると筋が通るように思います。

黒塚古墳の画文帯神獣鏡

多数の銅鏡が出土して有名な古墳としては、先述の桜井茶臼山古墳のほか、34面出土の

黒塚古墳があり、この古墳の銅鏡はほとんど割られていないとされます。
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黒塚古墳の三角縁神獣鏡は、木棺の外に33面があり、その多くは完形ですが、無造作に

重ねて立てかけられています。これに対して木棺の中の被葬者の頭部辺りに立てかけられ

た画文帯神獣鏡１面は、２つに割られていました。

したがって、古墳によっては、すべての銅鏡を割った場合と、重要な銅鏡だけを割った

場合があるものの、埋葬の際には銅鏡を故意に割った風習があったと考えてよいでしょう。

私には、葬送儀礼の際に鏡を割る風習に関して、思い浮かぶ語句があります。正月を過

ぎてお供えの餅をわる「鏡割り」です。本来、「鏡割り」は、鏡餅を正月前に神棚にお供

えし、正月を過ぎた時にその鏡餅を割ることで一族の健康と発展を祈る儀式です。

この「かがみ」は「蛇目（かかめ）」や「蛇身（かかみ）」であるとする説もありますが、

この説は鏡餅の形状が蛇のとぐろをまく姿に似ているという発想から生まれたものであっ

て、妥当ではないように思います。万一「蛇目」などであるとするならば、なぜ「蛇目餅」

や「蛇身餅」と呼ばれないのでしょうか。また、もし蛇であるならば、それを割ることは

できませんので、「鏡割り」の行為と合致しません。葬送の際に銅鏡を割る古代の風習が、

鏡をその形状に似せた丸い餅に替えて残っているのではないかと思います。正月にお迎え

した祖霊を松の内が過ぎてから、その「鏡割り」を行ってまた祖霊を送り出すのだと考え

ます。

葬儀では、死者があの世に行って戻ってこないような所作がいろいろあります。例えば、

故人の椀を出棺時に割る茶碗割りの風習があります。また、帰りの道は行きと道順を変え

るなど回り道が行われます。火葬の後には玄関で塩を体にふりかけてから家に入ります。

また、個人宅の葬儀では玄関以外の所から出棺したり、棺を左に３回まわしたりする地方

もあります。これらのならわしは、故人が迷わず成仏し、故人の霊魂が家に彷徨い戻って

こないようにするための風習だと思います。こうした現代における風習から想像するに、

古代も同様の葬送に関する思想があったと思われます。古代では、戦闘や争いごとによっ

て亡くなる場合も多かったことでしょうから、故人には死にきれない怨念が多々あったこ

とと思われますので、鏡を割ることにより、あの世に迷わず成仏し、怨念を封じる意味が

あったのだろうと考えます。

このように考えた時、多くの古墳に割られた鏡が埋納されていることが理解できるよう

に思います。

当会のウェブサイトの移行

＆ 会員の主なブログの紹介

■ 古田史学の会・東海

http://furutashigakutokai.g2.xrea.com/index.htm

この３月末でジオシティーズのサービス終了に伴い、ホームページが閉鎖となりました。

そこで本会のホームページを2019年４月１日付けでＦＣ２へ移行しました。

移行を契機に、会報誌「東海の古代」にある会員の論考について、その表題がわかるよ

うに会報誌の号数と各論考の標題を一覧にしました。これにより目当ての論考が探しやす

くなるとともに、その一覧にある号数をクリックすることで該当の論考がすばやく見られ

るようになりました。

また、林伸禧氏が整理された資料についてもあらためて整理しているところです。最新

の貴重なデータが簡単に見られるようになります。
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■ 古代史の道 加藤勝美

https://blogs.yahoo.co.jp/jk2hri2

以前は「尾張式内社巡り」において神社の現地情報について熱心に記事にされていまし

た。最近は「万葉集読解」の記事が主体になっています。

■ 邪馬台国の超入門 野田利郎

http://wanotoiti.livedoor.blog/archives/cat_316807.html

以前は、Yahoo!ジオシティーズの「野田利郎の古代史研究」のサイトがありましたが、

ジオシティーズのサービス終了に伴い、ライブドアで新たにブログを立ち上げています。

■ 林伸禧の「古代逸年号」資料室 林伸禧

http://www.asahi-net.or.jp/~qi9n-hys/

「古代逸年号」について、様々な資料を掲載した専門のサイトです。

■ 泉城の古代日記 コダイアリー 石田泉城

https://ameblo.jp/furutashigaku-tokai/

この３月末でジオシティーズのサービス終了に伴いアメブロに移行しています。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

前回の例会の内容

■４世紀における海洋氏族の台頭と敦賀
の角鹿王 一宮市 畑田寿一
息長氏は琵琶湖周辺から美濃、尾張一円

に勢力を広めていた勢力であり、その根源
は貿易と製鉄であったと考えられる。

■「正和四年卯月五日」について
瀬戸市 林 伸禧

大分の臼杵磨崖石仏に記述の「正和」は
九州年号の可能性がある。

■邪馬臺国と自称していた
名古屋市 石田泉城

『三國志』には「邪馬壹國」と記されて
や ま い ち こ く

いることは古田武彦先生により証明されて
いるが、陳寿が「邪馬壹國」と記したのは
天子に配慮して実際の国名「邪馬臺國」の
「臺」を「壹」に変えたと考える。

例会の予定

■ 例会の予定 注意！
１ 日 時 ４月の例会はお休みします。
２ 場 所 名古屋市市政資料館 第１集会室

名古屋市東区白壁1-3、TEL052-953-0051
３ 参加料 500円 （会員は不要）
４ 交通機関
(1) 地下鉄名城線「市役所」、東徒歩８分
(2) 名鉄瀬戸線「東大手」、南徒歩５分
(3) 市バス「市政資料館南」、北徒歩５分
(4) 市バス「清水口」、南西徒歩８分
(5) 市バス「市役所」、東徒歩８分
５ 駐車場 市政資料館：12台＋α収容(無料)

■ 来月の例会 ５月５日(日)13:30～(第一)

投稿について

■ 会報誌への投稿（編集担当：石田）
furutashigaku_tokai@yahoo.co.jp

■ 投稿締切り日 ４月22日(日)厳守
■ 投稿文の留意点（お願い）
・インデントやタブは設定しない。
・基本は、12ポイント。
・本文、引用文は、MS明朝12ポイント
・大小の見出しは、MSゴシック12ポイント
・本文中で使用の写真等は別ファイルで。
・引用文は正確に。出典の書名,著者,発行
所,発行年,引用ページを必ず明記。

・強調したい場合は、下線等で示して。
・編集側で文字等を修正する場合があるの
で校正の際に十分に確認してください。

会員の募集

■ 年会費の納入について

１ 年 会 費 5,000円(会報誌等送料込み）

２ 振 込 先

・金融機関 ： ゆうちょ銀行

・名称 ： 古田史学の会・東海

・店名 ： 二一八 ・店番 ： ２１８

・口座 ： 普通 １２９９３９５

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
古田武彦先生とその学問に興味のある方ならど
なたの参加も歓迎します。また参加に際し事前
連絡不要、遅刻・早退もかまいません。例会で
発表する場合には資料を２５部用意ください。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊


